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呼称、書称が困難であるにもかかわらず、文字数の想起が可能であっ

た流暢性失語の一例 
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（要旨）呼称、書称が困難であるにもかかわらず、文字数の想起が可能である

Wernicke 失語症例を報告した。喚語困難時、自ら数を述べる反応が頻繁に見ら

れた。この数について検討を行った結果、拗音を含む語の仮名文字数の想起が

清・濁音からなる語と同程度可能であったことから、症例の述べる数は、モー

ラ数というより、文字数に相当する可能性が示唆された。また、仮名表記妥当

性が高く漢字表記妥当性が低い語の方が、その反対の条件の語よりも症例の述

べる「数」の正答率が有意に高かった。本例は呼称時、モーラや音のイメージ

よりも、仮名の書字イメージの喚起がある程度可能であり、音韻情報処理過程

よりも意味から語彙への経路である視覚的意味処理過程が活性化された可能性

があると考えられた。 
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放射線学的所見：2002 年 4 月撮影の頭部 MRI

画像では、左頭頂葉および側頭葉に広範な梗

塞巣を認めた。 

言語症状：聴覚的理解は検査上では短文レベル

まで可能であったが、日常会話では聞き誤りが

見られた。文字理解は、漢字仮名ともに比較的

保たれていた。書字は漢字が若干可能であった

が、仮名は困難であった。発話は流暢で多弁、

同じ事を何回も繰り返して言う傾向があり、話量

の割に内容に乏しかった。復唱は単語で約半分

程度可能であった。音読は仮名の方が漢字より

も幾分良い傾向にあった。仮名の音読は、50 音

や、家族の名前などをキューとして用いることが

多かった。呼称は SLTA20 語のうち、4 語可能で、

呼称が困難な語でも絵を見ると自発的に「あっ、

これは３つやね」など、数について述べる様子が

頻繁に見られた。その様子は、漢字音読課題時

にも見られ、また、検査場面に限らず日常におい
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つの・・・」(４つ？コーヒーですか？)「そうそう、そ
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んけど」、「これはあっちで書くほうのやつ」等の

発話も見られた。 

【方法】 

１） 症例の述べる「数」が何を表しているのかに

ついて検討を行った。SLTA 補助テストの呼

称課題時、正答に至らず、また自発的に数

についての言及がなかった場合、「いくつだ

と思いますか？」と数についての発言を促し

た。 

２） 症例が述べる「数」の正誤にはどのような傾

向があるのかを見るために、単語 185 語に

おいて呼称課題を行い、頻度、親密度によ

る影響を検討した（ここで用いた単語の頻度

および親密度、後述の単語表記妥当性の

データはすべて NTT データベースシリーズ

『日本語の語彙特性』による）。 

３） 単語の頻度・親密度・モーラ数等が結果に

影響を与えないよう、各々の条件を統制した

単語を選び、その中で呼称が困難な清、濁

音からなる語 20 語と、拗音を含む語 20 語を

用意した。それらの絵を症例に提示し、症例

の持つ「イメージ」を大小 2 種類の丸を書い

て示す課題を行った。症例が述べる「数」が

音のイメージ、すなわちモーラであるなら、

拗音を含む語を大小 2 種類の丸で示すこと

は困難であり、清、濁音からなる語に比較し

て、正答率は低下すると予想された。 

【結果】 

１） SLTA 補助テストの呼称課題での「数」の検

討：症例の述べた「数」が語のモーラ数、もし

くは仮名文字数のどちらかに合致していたも

のは呼称不可な語 59 語のうち、53 語であっ

た。 

２） 頻度と親密度の影響について：その結果、

頻度・親密度が高く、またモーラ数の少ない

単語ほど、呼称成績およびモーラ数もしくは

仮名文字数と合致する率が高くなる傾向が

認められた。 

３） 拗音を含む語を大小 2 つの丸で書き分ける

課題の正答率：清、濁音からなる語の正答

率と比較して有意差は認められなかった。課

題の誤り方において、拗音を含む語では、

小さく表記する文字があるところまでは認識

されているものの、その位置の不正確さによ

るものが多く見られた。また、呼称困難な、仮

名表記妥当性が高く漢字表記妥当性が低

い語と、反対に仮名表記妥当性が低く漢字

表記妥当性が高い語において、症例の述べ

る「数」の正答率を比較した結果、仮名表記

妥当性が高く漢字表記妥当性が低い語の

方に５％水準で有意に高い正答率が認めら

れた。 

【考察】 

 呼称や書称が困難であるにもかかわらず、拗

音や促音と思われる存在について言及する様子

が見られたこと（「これは小さいのがあるね」）、お

よび通常、片仮名表記される語は自発的にそれ

と指摘する傾向があること等から、症例は絵や漢

字を見たときに、音ではなく、仮名の視覚的イ

メージを想起しているのではないかと考えられ

た。 

この仮名文字数の想起に置いて、呼称が困難

とはいえ、曖昧な音のイメージの関与を否定する

ことは難しい。しかし、モーラ数と仮名文字数が

同じである単語（清、濁音からなる語）と異なる単

語（拗音を含む語）において、症例がイメージす

る数の正答率に差が見られなかったこと、すなわ

ち、拗音の存在や時にはその位置の想起も可能

であったことから、症例は曖昧であっても、音の

想起から仮名の文字数を想起したというより、絵

や漢字という意味から直接文字数を想起した可

能性が高いと考えられた。さらに、仮名表記妥当

性が高く漢字表記妥当性が低い語の方が、仮名

表記妥当性が低く漢字表記妥当性が高い語に

較べて「数」の正答率が有意に高かった結果もそ

の裏づけの一つになり得ると考えられる。 

 物井ら（1975）、三島ら（2000）は、仮名の書字

過程をモーラ分解、音韻抽出を経て音に対応し

た文字を想起する、いわゆる音韻処理過程を想

定している。しかし、今回の症例は、意味から直

接文字数を想起する視覚性意味処理過程の存

在を示唆していると思われる。また、いわゆる二

重回路仮説において、音読の処理過程ではこの

ような語彙経路の存在はよく知られているが、書

字においても存在することを示したのではないか

と考えられた。 
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